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2020 年 3 月号（No88）の記事要旨と参考文献 
参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています

（特に PubMed アブストラクトへリンクできるよう） 
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表紙のことば： 

芽吹きの季節、鴨池のほとりの木々には柔らかい新芽が生え始め、日に日に緑が増していきます。 
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p3  Editorial ことば        

    Free https://www.npojip.org/chk_tip/88-Editorial.pdf 
 
p4-7 

 
キーワード：血友病A、エミシズマブ、ヘムライブラ、インヒビター、血友病性関節症、血液凝固カスケード、非遮蔽ランダ
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ｐ36-38 

 

 
キーワード：喘息、サルメテロール、ホルモテロール、LABA、循環器疾患、症例-対照研究、長時間作用型β2作動剤、慢性閉

塞性呼吸器疾患、COPD 
 
P38 
新連載 本誌のこだわり用語 ２回目「害反応」 
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アンジオテンシン受容体遮断剤、アンジオテンシン変換酵素阻害剤 
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医師国家試験に挑戦しよう（問題）  

インフルエンザの季節における発熱初期の患者への対応       p35 
医師国家試験に挑戦しよう（正解と解説）               p41 

 

P42 

 

・ドンペリドン：小児に無効 
・静脈注射用鉄含有剤で Kounis 症候群（アナフィラキシーによる冠動脈けいれん・心筋梗塞） 
・栄養輸液：遮光しないと新生児に有害 
・ニボルマブでサイトメガロウィルス（CMV）感染・再活性化 
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P43：患者用くすりの説明書：ワルファリン 

 

 
P44-45 

信仰に基づく輸血拒否 
「輸血拒否」問題を考える前に 
輸血拒否が問題にされた事例 
成人の輸血拒否の扱われ方 

表１．日本の輸血拒否：大ちゃん事件 
表２．成人の輸血拒否が裁判で争われた事例 

おわりに 
  「輸血拒否は自殺を意図している」との批判には、上記の大分地裁の判決がその考えを明確

に退けています。いずれにしても、対応を迫られた医療界は、各医学団体が指針を策定しました。

次回は、その話題です。（たにだのりとし：内科医、本誌編集委員） 
 
P46-48 
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P48 
編集後記 

★厚生労働省は、03 年の SARS や、その後の鳥インフルエンザ（H5N1）など、致死率の高い

感染症の流行を受け感染症法を 08 年５月２日に公布、同 12 日に施行した★同法の新型インフル

エンザ対策は、無症状の保因者を含め隔離や検疫など最重篤の一類感染症「エボラ出血熱」なみ

だった★１年後の５月９日、メキシコ発 09/10 インフルエンザが、カナダからの帰国者で報告さ

れ、新感染症法による水際対策や、学校閉鎖などの対策が真剣に実施された。しかし、全国的流

行が７月末から始まり、翌年４月頃まで続いて 2000 万人以上が感染した★新型コロナウイルス

は、今まで、ヒトの感染者がおらず、誰も免疫を持たず、感染力も強いため、感染そのものの広

がりは早いが、感染しても無症状や軽症で治る人が多い★ふだん健康なら重症化することはない

こと、睡眠不足にならないよう十分に休養し、解熱剤や免疫を落とす薬剤を使わないなどの注意

がメディアで流れないのは本誌の努力が足りないからか。（は） 


